
 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災計画アセスメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 地域防災計画－１ 防災アセスメント 

● 調査の目的 

本調査は、当該市町村における災害の危険性を、過去の災害記録や自然的・社会的素因に

よる災害危険性について科学的・総合的な調査を行い、現行の防災上の諸情報や問題点を明

確化し、災害の未然防止と被害の軽減に資する地域防災計画の見直し及び災害対策用基礎資

料として活用することを主な目的とする。 

計画・実施

１．災害誘因の検討 

被害をもたらすと思われる地域の特

性の把握 
 ・地震の発生確率（周期） 
 ・地震の規模 
 ・地震の発生位置 

● 調査フロー 

地 域 防 災 計 画 

２．災害素因の検討 

災害要因による危険性・危険地域の

把握 

自然的要因 
・地盤振動 
・地盤の液状化 
・崩 壊 
・津 波 

社会的要因 
・堤防、護岸破壊による

水害 
・地震災害 
・危険物災害 
・社会的混乱 

４．土地利用の変遷の検討 

・人工改変等による危険地域の拡大

状況 
・軟弱地盤地域、崩壊危険地域、津

波危険地域等の危険地域への住

宅地域等の拡大状況 
・市街地内における危険要因の集積

状況 

５．地域の危険性の総合的把握 

・現状の危険性の総合的把握 
‐現状から見た危険地域の 
総合化 

‐人、施設の重ね合わせ 
・将来の危険性の総合的把握 

３．災害履歴の検討 
 

・災害事象の忠実な再現 
・災害発生条件の整理 
・災害発生地域における変化、

対策 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 地域防災計画－２ 地域防災計画 

● 計画の目的 

我が国の国土は、地震、津波、暴風、豪雨、地すべり、洪水、高潮、火山噴火、豪雪など

きわめて多種の自然災害が発生しやすい自然条件下に位置しており、また、社会・産業の複

雑化、多様化にともない、大規模な事故についても発生する危険性が長期的に見れば高まっ

てきている。 

これまで、災害発生原因の制御、予知、予測と耐災環境の整備に、科学技術の活用と資源

の投入を図ってきたが、災害の根絶には限界があり、時として多大な人命ならびに財産を失

ってきた。 

このような過去の災害の経験を礎に、災害対策基本法に基づく本計画は、近年の防災をめ

ぐる社会構造の変化等をふまえ、我が国において防災上必要と思慮される諸施策の基本を、

国・公共機関・地方公共団体、住民それぞれの役割を明らかにしながら定めるとともに、防

災業務計画及び地域防災計画において重点を置くべき事項の指針を示すことにより、我が国

の災害に対処する能力の強化を図ることを目的としている。

計画・実施

● 計画フロー 

１．総 則 
 

１）本計画の目的と構成  
２）防災の基本方針 
３）防災をめぐる社会構造の変化と対応 
４）防災計画の効果的推進 

防災アセスメント 

２．震災対策編 
 

１）災害予防 
２）災害応急対策 
３）災害復旧・復興 
４）津波対策 

３．風水害対策編 
 

１）災害予防 
２）災害応急対策 
３）災害復旧・復興 

５．その他の災害対策 
 

１）雪害対策 
２）林野火災対策 

４．火山災害対策編 
 

１）災害予防 
２）災害応急対策 
３）災害復旧・復興 
４）継続災害への対応方針 

６．防災業務計画及び地域防災計画において重点を置
くべき事項 

 

１）災害予防に関する事項 
２）災害応急対策に関する事項 
３）災害復旧・復興に関する事項 

防  災  基  本  計  画  


